
新たな学校の設置場所について 

 

 

○校地面積等、生野中学校との距離、新校区の通学距離（最長）を比較し検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・中学校と隣接するという立地的な利点を活かした高い小中連携効果が期待

できる 

 ・最も校地面積が広く再編後の児童数に対応可能な規模を有する 

 

 ⇒ 「もと西生野小学校」に新たな小学校を設置することを提案 
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生野中学校との距離 新校区の通学距離
（直線・最長）

新たな制度を活用した、同一敷地での義務教育学校を検討

林寺小
校地６,７１４㎡
運動場２,８００㎡

生野小
校地７,４５８㎡
運動場２,８００㎡

舎利寺小
校地８,６５９㎡
運動場３,９２０㎡

西生野小
校地９,６０１㎡
運動場２,８４０㎡

約７００m 約１.３km

約６５０m 約０.９km

約１.３km

約１.３km０m

約９００m

資料２ 


